
東京西部ユニオン・鈴木コンクリート工業分会は、花輪不二男さん（世田谷地区労
顧問）（左から２人目）らとともに、社前闘争を敢行（12月１日　東京・板橋区）
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労働者の目

安倍政権打倒！
２・17 国鉄集会へ！

吉野 元久

副代表運営委員
国労上野支部

　12･16 衆院選は、自公で定数３分の２を超
える 325 議席を取り、極反動安倍政権の登場
という結果となった。自民党の議席増は、わ
ずか 30％の得票で 60％の議席を得るという
小選挙区制のおぞましい効果だ。投票率は戦
後史上最低レベル、膨大な白票、民主党・連
合の歴史的敗北、日共の低迷と社民党の没落・
瓦解。労働者階級人民の不信と怒りはいっそ
う高まっている。今や、日本階級闘争はすさ
まじい大動乱情勢に突入した。
　東京労組交流センターは東京８区（杉並区）
の山本太郎氏を支持し、共に闘った。短期間
での７万票超の獲得は、石原ファミリー（伸
晃）を震撼させた。反原発闘争が、今ひとつ
新たな大衆運動の爆発を開始している。
　こうしたなかで 10 月末、ＪＲ東日本が「グ
ループ経営構想Ｖ」を発表した。鉄道業務の
海外輸出（インドヘのパッケージ輸出契約―
11・18 ＡＳＥＡＮ首脳会議での野田＝シン
首相会談合意）と検修業務のさらなる外注化

（東京支社４月実施）、駅業務の全面外注化＝
グループ企業の再編成（2013 年４月、ＪＲ
東日本ステーションサービス（仮）設立を計
画）を加速させ、さらなる青年労働者の出向・
転籍・非正規職化に突き進んでいる。
　特に、「企業風土」の核心は、国労の解体・
取り込みと東労組の組織的崩壊の加速＝分割・
民営化以来の癒着・結託体制の大再編の決断

主〉としての再浮上＝突出＝君臨を狙ってい
る。被曝労働阻止の闘いとあわせて、全面的
な決戦だ。笹子トンネル事故も重大だ。道路
公団民営化委員を務めたのが新都知事・猪瀬
であり、ＪＲ東日本元社長・松田昌士だ。05
年道路公団民営化に際して高速道路維持管理
費の一律 30％削減を指示した張本人だ。
　交流センターは 12 月 16 日、福島開催の３・
９～ 10 第 20 回定期全国総会方針案をめぐっ
て三役会議を開催。新体制と組織拡大＝中央
労働学校開設の構想、改憲阻止闘争の強化な
ど、国鉄闘争を基軸に安倍新政権と全面対決
することを確認した。２・17 国鉄集会の成
功から、６・９国鉄闘争全国集会に攻め上り、
２・１ライフサイクル粉砕！ ４・１検修全
面外注化阻止、1047 解雇撤回！ ＪＲ復帰の
闘いを叩きつける。2013 年を交流センター
の決定的勝負の年としよう。

だ。さらに山
田線廃線化＝
バ ス 転 換 を

「 復 興 支 援 」
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 総選挙結果が示すもの

　衆議院総選挙は、自民・公明が定数の３分
の２を超える 325 議席を確保して圧勝、民主
党の壊滅的敗北となった。石原・橋下の日本
維新は、54 議席を獲得、第３党に躍り出た。

「原発ゼロ」に看板を掛け替えた小沢新党は、
８議席に激減、共産党も議席を減らし、社民
はわずか２議席となった。
  政権交代への失望と公約違反への怒りが、
民主党を惨敗させたことは間違いない。しか
し、小選挙区で８割の議席を独占した自民党
の有権者比の得票率は 25％、前回より 166
万票も減らしている。４割以上が棄権した史
上最低の投票率、史上最高の 204 万票の「無
効投票」（白票など）は、「第三極」を含む政
党政治そのものへのＮＯ！の表明だ。ブル
ジョア議会制度そのものへの根源的反乱が始
まっているのだ。３年前に自民党政権を、今
回は民主党政権をぶっ倒した労働者人民の怒
りは、本当の出口を求めてマグマのように渦
巻いている。
  そのことを凝縮して示したのが杉並（東京
８区）の闘いだ。３・11 以降、反原発闘争
の最先頭に立ってきた山本太郎さんは、原水
禁運動発祥の地、原発推進と戦争・改憲の石
原ファミリーのお膝元を戦場に選んだ。「今

回の選挙は、命を守ろうとする者と命を奪お
うとする者との闘いだ」　この決起に応えて、
首相官邸前 20 万決起と結びついた巨大な大
衆運動が大爆発した。自民党前幹事長を相手
に、民主、共産を尻目に、「原発即時廃炉」
が７万１千票を獲得した闘いは、社会を根底
的に変革する行動の方針こそが待ち望まれて
いることを示している。

 「危機突破」は、大失業と戦争

　世界恐慌は、各国の財政・金融政策が総破
産し実体経済の収縮が進行する中で、帝国主
義間・大国間の軍事力を振りかざした市場争
奪戦へと展開している。民主党政権の「尖閣
国有化」が中国市場の喪失を引き起こし、恐
慌激化の引き金となったように、米中対峙の
中で股裂きとなって孤立と敗勢を深めている
のが脱落日帝だ。
  構造改革で自ら支持基盤を破壊してきた新
自由主義には、安定的政治支配体制などあり
えない。安倍政権は、議席上の安定多数とは
裏腹に、世界恐慌と３・11 情勢、階級矛盾
の爆発から絶対に逃れられない超危機政権な
のだ。「危機突破」「日本再生」を掲げるその
政策は、一切を労働者階級人民に犠牲転嫁す
る大失業攻撃を激化させ、排外主義とナショ

階級的労働運動の力で
安倍極反動政権を倒そう！
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ナリズムを鼓吹しつつ改憲と戦争に向かうも
のとならざるを得ない。
　年末に発足した安倍新政権がまず着手した
のは、大型補正・来年度予算での「国土強靱
化」と称する大型公共投資の復活と「２％物
価目標」の日銀への押しつけだ。参院選まで
はバラまきに徹し、消費増税の環境を整えよ
うというわけだ。
　しかし、これは、建設国債を無制限に発行
して日銀に買い入れさせるという、国債暴落、
破滅的大インフレの道だ。結局のところ、財
政破綻のツケは、民営化と公務員首切り、「自
立・自助」の名による社会保障の解体へと回
され、道州制攻撃を加速化する。

 原発再稼働と改憲攻撃との激突

  経団連は、自民党が大勝するや「エネルギー
政策の再構築を求める」提言を発表し、安倍
は、原発の新・増設は行わない原則も見直す
と言い、規制委員会の活断層調査を攻撃し、
再稼働の機を窺

うかが

い始めている。
　2013 年は、原発再稼働攻撃との大激突の
年となる。３・１ビキニ－３・11 フクシマ
を闘い、首相官邸前 20 万の怒りを 50 万、
百万の決起として発展させていこう。
  安倍政権は、当面、自公連立を選択したが、
すでに衆院の議員構成は、９割が改憲賛成、
８割が集団自衛権容認となっている。７月参
院選の結果次第では、維新と連携した集団自
衛権解禁に、改憲発議要件緩和（96 条改悪）
改正を突破口とした９条改憲へと踏み出して
くるだろう。自公連立合意では、外交・安保
の項でＴＰＰ交渉参加も盛り込んだ。
　自民党の教育再生実行本部長から文科相に
座った下村は、教員の政治活動への刑事罰導
入の急先鋒であるとともに、バウチャー制度

の信奉者だ。教育の民営化攻撃、教組弾圧と
国家主義的教育改革の激化も不可避だ。

 国鉄決戦軸に階級的労働運動の発展を

  経団連は、2013 年の経労委報告案の中で、
65 歳再雇用義務化を口実に大幅賃下げ・定
昇廃止へと踏み込んできている。まさに外注
化をテコに「40 歳定年制」「10 割非正規化」
の雇用・賃金破壊が始まろうとしている。外
注化阻止、非正規職撤廃の闘いこそ、新自由
主義の破滅的延命策を打ち砕く闘いだ。
　ＪＲ東日本の「グループ経営構想Ⅴ」は「世
界にのびる」と掲げ、新幹線輸出や海外の車
両受注に社運を賭けている。電機・自動車と
いう輸出の二枚看板が敗勢を深め、貿易赤字
が恒常化する中で、インフラ輸出、とりわけ
鉄道輸出が日帝の存亡を賭けた国策となって
いる。偽装請負も安全崩壊も意にも介さぬＪ
Ｒの傲慢な経営姿勢は、ここからきているの
だ。
  動労千葉、動労水戸を先頭とする外注化阻
止決戦の第２ラウンドとは、日帝の生き残り
を賭けた最大の戦略的資本との力勝負であ
る。再び三度、日本階級闘争の勝敗を決する
位置におしあげられた 2013 年国鉄決戦を交
流センターの総力で闘いぬき、階級的労働運
動の本格的発展をつくりだそう。

労働組合の復権を！　2012 年 11・４全国労働
者総決起集会に 5800 人（東京・日比谷野音）
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2012 年外注化阻止闘争の地平

――もう一回交流センターを新たに結成する、
新しくこの時代に打ち立てるような気持ちで
来年の総会を構えていきたいと思います。ま
ず 2012 年の総括、特に 10・１外注化阻止決
戦の地平や課題から出していただければと。
辻川　大恐慌情勢のなか世界的に非正規化・
失業があり、世界的規模の反乱が始まってま
す。一方で世界でも日本でも結局、労働組合
をめぐる思想的・路線的死闘が核心問題とし
てせり上がってきている。そのなかで決定的
なのは、国鉄闘争がまぎれもなく日本階級闘
争の死命を制する位置にあることをはっきり
させてきたことだと思うんです。既成労働運
動が一番排除しようとしてきた闘争を正面に
据えてやりきってきた。ここに日本帝国主義
資本と体制内勢力との攻防点があり、ここを
ぶち抜かないと反原発闘争を含めて展望がな
いことをはっきりさせたことは、すごく決定
的だった。
　昨年、10・１外注化阻止闘争を闘って、交

流センター創設以来の勝負を賭けたわけです。
渾身の闘争をやって展望が切り拓かれた面と
他方で、動労千葉に典型でギリギリの闘争
だったということです。ぶっとばされるか、
ぶっとばすかという勝負。ストレートに言うと、
やりきったんだけど、組織拡大というよりも、
現象的には 10・１外注化強行のなかで相当
こっちも傷ついた。その中で、外注化阻止の
第２ステージに入っている。それがどういう
攻防なのかをはっきり捉えることが重要だ。

 「経営構想Ｖ」との対決
辻川　「グループ経営構想Ⅴ」がＪＲから出
て、今、分割・民営化が第一の出発点で、３・
11 が第二の出発点だとか言っている意味を
どう捉えるのか。要するに結局、原発がダメ
になって、日帝資本にとっての鉄道のウェイ
トが高くなっている。階級闘争的に国鉄闘争
が焦点化しているということだけではなくて、
ＪＲをめぐる闘争が日本の労働者階級と日帝
ブルジョアジーとの攻防の最先端に入ってい
る。そのなかでの外注化攻撃だ。だから猛烈
な体制的ウェイトをかけて 10・１外注化を

３・９～ 10 第 20 回総会（福島）の成功へ

2013 年、国鉄闘争を軸に、交流センター運動の
強化・発展で日本階級闘争を塗り替えよう

代表運営委員 新年座談会
入江 史郎 ス労自主中央執行委員長

田中 康宏 動労千葉委員長

辻川 慎一 動労水戸副委員長
聞き手　飯田英貴事務局長、編集部／構成 編集部
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強行したし、10・１以降も駅の外注化など攻
撃も矢継ぎ早だ。自民党「圧勝」も利権的な
構造が民主党から自民党に移るだけの話で延
命する柱は基本的に変わらない。
　結局、外注化は、ＪＲ労働運動、動労千葉、
動労水戸をぶっ壊すことと一体で展開されて
いくことがはっきりした。だから 2012 年の
闘いをやりきることで、ＪＲ資本との攻防が
日本のプロレタリアートとブルジョアジーと
の決定的な攻防点にせり上がった。そこを本
質的な関係としてつかみとることだ。だから
第２ステージは核心的攻防であり、階級的課
題だ。動労千葉の闘争を勝利させることを抜
きに動労水戸や交流センターもない。その勝
利とは、同時に４大産別決戦と非正規の圧倒
的階級的な組織化を進めることだ。この闘争
の中で日帝との階級的力関係を決していく。
　だから 10・１の総括は、各産別における
決戦を、よりいっそう明確に路線的に実践的
に深化させて、実際の階級決戦として爆発さ
せていくところにある。それが動労千葉の闘
いに対する回答だ。
　実際上の攻防は、ものすごく大変で、血を
流しながらということだと思う。だからこそ
逆に限りない展望がある。闘う労働運動が青
年を捉えて強力に展開し始めることは、そう
簡単ではないとしてきたが、ついに全体とし
てもいい線を行き始めた。例えば、動労千葉
を基軸に鈴コン闘争が立ち、鈴コンを軸にど
んどん拡大して、吉本さんみたいな人がいっ
ぱい出てきている。こうした構造全体が、労
働組合運動の既成の概念を突破している。ま
さにランク＆ファイルだ。幹部のための労働
組合ではなく、本当に職場の労働者が主人公
になって自己解放的に労働組合的団結をとお
して闘争し始める。そのことがどんどん波及
し、人が人を獲得し始める。2012 年でつか

んだものをもっとはっきりさせる必要がある。
入江　国鉄外注化決戦をどういうものにして
いくのかは、交流センター結成 23 年の大総
括が前提だ。ス労自主もたまたま結成 30 周
年というのがあるんだけれど。そういうのを
ぜんぶ総ざらえするのが私らの残された最後
の仕事かなと。
　今の話としては、今年やった国鉄外注化決
戦は、まだ交流センター的にも労働運動的に
も、日本の労働者階級として共有され切って
いるものではない。この闘いをどう継続しつ
つ、共有するものにしていくのか。国鉄分・
民反対闘争の総括も結局、共有しきれなかっ
たというところに尽きると思う。だから分岐
というよりは、われわれが極少数になってる。
みんな脱落させられた。唯一生き延びている
のは、われわれと、あえていえば革マルＪＲ
総連だ。ああいうかっこうで生き延びた。他
はぜんぶ国労も含めて完全に 20 年かけてそ
の闘争の領域から落とされた。交流センター
の今年と結成 23 年を総括して、24 年目以降
をどういうふうにしていくのか。
田中　自分なりには、外注化阻止闘争を中心
に全力で闘ってきた。外注化問題にこだわり
始めて 12 年。マルクス主義とは結局は階級
的労働運動、労働者の階級的団結が広がって
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いくという形で具体的に実現されていくとい
うことだと思うから、階級的労働運動を甦ら
せるということは一体どういうことなんだろ
うってことばっかりを考えて来たんですよね。
これまでの労働運動をどうしたら具体的にの
りこえられるのか。今年は、この道でいいん
だと確信を持つ闘いができるところまで来た。
　入江さんが言うとおりで、もっとちゃんと
全体化したり普遍化したりということをまだ
恐らくできていないんだと思うんですよ。そ
れができれば、新しい一歩を踏み出すことが
できるという感じがしているんですよね。
　戦後の労働運動的に言うと、資本に対して
非和解的に貫いた闘いはそれなりにあるにし
ても、その運動を継続できてる例はないわけ
で、これに対する敗北主義が、一番「左派」
ですら地域ユニオン以外には何の展望もない
ということになっている。そうじゃないとい
うことを示したい。それには、国鉄分割・民
営化以降起きたことを絶対にあいまいにしな
い。これと立ち向かえるものを作りたい。今
年の 11 月集会でとっかかりを作るところま
では来た。それが自分なりの総括。
　そう考えていくと、入江さんが言った交流
センター 23 年の総括を今しなきゃいけない
時期に来ているということは、本当にそう思

います。というのは、交流センターを中野前
委員長が呼びかけたということは、顧問なり
の国鉄分割・民営化攻撃に対する総括だった
はずだったんですよ。つまり向こうが労働運
動の根本的解体攻撃に出てきた以上、どんな
に小さいものだろうと、今度は俺たちの力で
作らなきゃいけないんだということですよね。
その初心の思いがどこまで実現できたのか。
動労千葉なら動労千葉が、動労千葉自身の運
動と交流センターをある意味で車の両輪に位
置付けて、日本の労働運動の再生を組織して
いくことができたのかを総括しなきゃいけな
い。だけどもう一方では交流センターがあっ
たから 11 月集会の発展もあった。そういう
決定的な役割を交流センターが果たしてきた
ことをちゃんと評価しなきゃいけない。交流
センターを全国組織として持ちこたえてきた
という土台があったからこそ今、非正規の労
働者たちの立ち上がり、鈴コンにしろ郵政非
正規にしろ無数に生まれ、これからどう発展
するのか本当に楽しくなるというか希望を持
てる状況が生まれている。

交流センター運動に賭けてほしい

入江　ひとつ言いたいことは、新自由主義だ
けを語っていてわれわれの展望が出てくるの
かなということだ。
　特に福島原発事故が起きて、日本の支配階
級も世界中の支配階級も結局、21 世紀のエ
ネルギー問題をどうするのか、今バラバラで
安定的にこれで行くと言い切れない。決定的
な弱さがある。21 世紀のエネルギー問題が、
過去の人類史からずっと来て、今、地球一元
的に問題を突きつけている。これでようやく
階級決戦の条件が整った。今、支配者は「失
われた 20 年」と言っているけど、資本主義
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は結局、自ら巨大な生産力とか物質力を持ち
ながら逆にそのことをすべて破壊しつくさな
いと延命できない根本矛盾を持っている。そ
こに断を下せるのは資本家階級ではなくて労
働者階級でしかない。このことに対するしっ
かりとした確信が必要だ。つまり、資本家階
級が 21 世紀のエネルギー問題を含めて制圧
できるのか、労働者階級が登場して、次の時
代に向かって挑戦していくのか。それが今だ。
しかも国内で大きいことが起こっているから
日本の労働者はすごいチャンスだし、どんな
少数でもやってきたわれわれにチャンスがあ
るし、時代的な責任もある。
　それで今日はその話をしないと、３人が集
まって話す意味はないと思ったんで言います
が、そこから見ると、外注化決戦が小さいと
言うのではないんだけど、二人にはそこだけ
に没頭してほしくないという思いがある。
　動労千葉を僕が尊敬するところは、組織を
丸ごと賭けた闘いをやったことだ。少なくと
も指導者、特に中野さんは自覚してそれをやっ
た。三里塚ジェット闘争と国鉄分割・民営化
反対ストライキ。組合組織がそっくりなくなっ
てしまうリスクがあった。それに比べた国労
主流派の分・民闘争は、不安を持ちながら、
そういう闘いとして打ち出せなかったところ
に４・９政治和解の結末がある。
　僕としては日本の労働運動の指導者だった
ら、次の方針を提起をしてほしいと。今まで
の総括を次の時代に発信していかないと、外
注化闘争も過去のいい試合だったなあで終わ
りかねない。そこをもっと大きく生かすため
に動労千葉だけじゃなくて交流センター全部
が組織をかける。千葉にしろ水戸にしろ総連
合が文字通り全国組織としてもっとクリアに、
国鉄闘争全国運動の実際のマネジメント、総
組織戦略をつくるべきだ。その下に全国労組

交流センターを、産別を越えてこき使って、
文字通りの全国運動にすることに展望がある。
そこがないと、鈴コンも頑張っているけども、
非正規、あるいはいわゆる地域労働組合の運
動も力を階級的な力に変えるものにならない。
　それだけではこの資本主義の根本的な構造
は変わらない。資本主義が文字通り３・11
もふくめてあるべき姿をさらけ出しているわ
けで、そこにわれわれが資本主義を真正面か
ら全否定するものとして向かっていかなくちゃ
話にならない。逆に少数だからその突破口を
切れるという気がする。分・民のときは、日
本の労働運動がすべてをかけるような闘いが
できなかった。その突破だ。

反合・運転保安闘争の決定的意義

辻川　考えているのは、ＪＲの闘争というの
はやっぱり甘くないということですよ。職場
に固執してとか、そういうことはいっさい考
えてなくて、現実の条件で闘うしかない。指
導部が現場にいない大変さという問題も３年
ぐらい前に戻ってあらためて思った。だけど、
このまま行くなんてことは考えてない。青年
の力で青年の中から指導部を作らないといけ
ない。他方で、次の若い指導部を取るという
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のは共同の行為です。彼らを先頭に動労水戸
の組織総体が総力戦でやって勝ちきれるかど
うか。でも、国鉄で抜いたことが他の全体の
労働者、特に青年労働者の希望になっていく、
力になっていく構造があって、動労千葉を支
えるということはもちろん、全体をぶちぬく
ためにもここでぶち抜かなきゃいけない。総
力をかけなきゃいけない。かけてもぶちぬけ
るかどうかぐらいの攻防だ。
　それからもうひとつ深めなきゃいけないこ
とは、結局、日本の労働運動がどうしてダメ
になったのかという問題にかかわるんだけど、
70 年代に至る過程で総評が同盟系の労働組
合にどんどんつぶされていく過程というのは、
合理化闘争が合理化をモノとバーターにする
過程だった。合理化をのむ代わりに一定の賃
金条件や手当と引き替えてそれを成果として
きた。合理化と闘わないということは、労働
者は日々の労働と生きるということが一体の
ものとしてあるのに、それを投げ捨てるとい
うことだ。
　特に国労なんかの拠点職場の保線ではすで
に 70 年代から下請け・孫請けという形で外
注化があった。国鉄労働者は、その生産現場
が合理化で奪われたら監督する側になって、
実際上の現場労働は下請け労働者が担ってい
く構造になった。合理化と闘わないなかで何
が起きるかというと、組合離れが起きる。労
働組合に対する求心力が急速に落ちていく。
　石炭から石油というエネルギー転換で炭労
が屈服して重大事故がどんどん起きる。国鉄
でも同じように合理化が進められ、その結果
として重大事故が発生する。事故問題、合理
化問題と激突するなかで、動労千葉は、反合
理化・運転保安闘争路線を生み出して、70
年代、他の組合がどんどん求心力を失うとき
に船橋事故闘争、三里塚ジェット闘争をやり、

分割・民営化反対闘争を大衆的な組合員を引
き連れて闘うことができた。合理化という生
産現場における闘争を労働組合の路線として
位置づけて徹底的に闘うなかで動労千葉は、
団結や求心力、戦闘性を固めて闘い抜けたと
いうことがあるわけですよ。
　われわれが日々労働している現場における
合理化、効率化がいいことなんだという。冗
談じゃない。人間の存在というのは効率化、
合理化されるものじゃない。そこを労働組合
として団結して闘いぬく。それは人間として
の誇りを守り抜くことだ。その闘いを昨年や
りぬいた。これは、極限的な効率化・競争を
もたらす新自由主義との根底的な闘争だった。
これと闘うなかでしか労働者としての団結は
つくれない。そのことを 2012 年の闘いをと
おしてつかみ取ってきた。そこを各産別で意
識化、路線化することが重要だ。
　最初に言った鈴コンを軸に始まっている労
働者の決起をみても、闘いたいから交流セン
ターなんだ、動労千葉なんだという相当劇的
な、核心的な転換が始まっている。われわれ
が挑戦しているのは、自分たちの誇りをかけ
た闘争なんです。外注化反対というと清掃労
働者に対して申し訳ないって、そうじゃない
んだっていうさ。外注化阻止というのは清掃
労働者の誇りをかけて闘うんだ。その構造の
中でしか、本当の意味で下請けとか非正規の
労働者と団結なんてできるわけないんです
よ。自らが合理化・外注化と徹底的に闘いぬ
く中でしか階級的団結なんてできない。
　だから今年、断固として平成採獲得の第２
ステージに入っていくと同時に、原発だとか
ＪＲもそうだけど労働者階級の搾取の手段と
しての分断をこの闘争の中で根本からぶっと
ばしてやる。外注化したらみんな労働者が動
労総連合や交流センターに入っちゃう状況を
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つくり出す。労働者に展望を与えきる闘いを
やりぬく必死の過程としてある。
　結局ぜんぶ、、労働組合をめぐる決戦だ。
われわれと、日共、社民、その他の党派の路
線闘争だ。俺はそういうことをもっとはっき
りさせるべきだと思う。

拠点と全国指導、リーダーの使命

田中　俺も入江さんの言うこと、本当によく
わかってね。本当に交流センターに賭ける人
格を作らないといけない。
　辻さんの意見にも基本は賛成ですよ。つま
り、自分なんかがやらなきゃいけないと思う
ことは、日本の労働運動は企業内労働組合だ
から所詮ダメなんだという思想があるわけで
すよ。うちだって企業内組合で、そんなのは
行くはずがないんだって。本当にそれが行か
ないんだったら産別労働組合や地域労働運動
も成り立たない。つまりすべて成り立たない。
だから俺はとにかく意地でもここで勝ってや
れと思うわけですよ。それが労働運動全体に
対する、絶対的貢献だという。
　入江さんが全国各地の交流センターにス労
の組織を賭けてぜんぶを投入して主要な各交
流センターの地域の役員も含めて担ってくれ
たじゃないですか。これは考えてみたらすご
いことで。それがあったから僕らも現場で闘
えたんですよね。
　今、入江さんとか辻川さんから出た課題を
ちゃんと両方できる組織的な力、リーダー
シップが求められているんだと思う。
入江　現場でやっとけば結果として全体が何
とかなるんだということでは絶対なくて、全
体のことを考えて旗振りする人間がいるわけ
だ。順序逆なのよ。そういう意味では千葉や
水戸はうまくやりすぎているから共有できな

いというか全体化できない。
　日本の労働運動がそれほど遅れているとは
思ってなくて、ある意味フロントランナーだ。
ヨーロッパやアラブや韓国がそんなにうまく
いっているとも思わない。彼らに共通してい
る欠陥は４・９派と一緒で自分たちが直接的
にその支配組織を作るしかないんだというと
ころに向かっていないということに尽きる。
そうだったらわれわれ日本の労働運動こそが
そういうものをやってみせるべきじゃないの
か。思い切ってそこに飛び込むのを先にして
ほしい。順序逆だというのはそういう意味だ。
辻川　10・１以降の状態を見ると、やっぱり
甘くない。出向させられた本人たちは３年後
にまた戻ると思ってたんだけど、実際上はやっ
ぱり３年後はないんだよ。外注化強行された
ら社員扱いをしない。ちょうど僕らが分割・
民営化に反対して職場を外されたときみたい
な。ＭＴＳの制服を着て向こうに行った連中
を、残った平成採と歴然と別扱いにする。す
さまじいですよ。彼らは、自分は大卒だし会
社のために貢献したのにと愕然としている。
実際上資本との「経営構想Ⅴ」との激突や、
10・１後、駅の外注化が提起されたり、ホー
ム自動ドアが入ったりとか、ものすごい攻勢
です。基本的には全面外注化です。だからそ
の壮絶な攻撃に対して腹を据えたやつが引っ
張っていくというさ。
　もちろん入江さんが言っていることを否定

動労千葉 10・１外注化阻止闘争（10 月
２日　京葉車両センター門前行動）



10 月刊労働運動 2013 年１月号

城、千葉にこんな厄介な野郎らの頭目がいる。
こんないい条件をどれだけ生かすか。二人が、
全国あちこちに号令かけて、自分たちの外注
化決戦とか原発闘争を持って、獲得に直に行
くと。そうなったら、いろいろ反動も出てく
るんだろうけど、反動が出てこないかぎりわ
れわれの運動も鍛えられないから。

 ２・17 国鉄集会から国鉄闘争
 全国運動６・９全国集会の爆発へ

――大きく２～６月について、２月の国鉄集
会だとかふくめて委員長の方から。
田中　国鉄決戦と言ってきたということは国
鉄労働運動が労働運動全体に絶対影響を与え
るんだという確信の下に、そういうことを言っ
てきたと思うんだけど、それに賭けきる交流
センターにあらためてしなきゃいかんと、こ
のかんの情勢を見ていて本当に思うんですよ。

 「経営構想Ｖ」について
田中　実はＪＲ東日本という会社は震災わず
か１年で最高利益を上げています。震災での
影響なんてのは企業の利潤からしたら関係な
い。で、今度の「経営構想Ⅴ」を見ると、国
鉄分割・民営化が第一の歴史的な転換点だっ
たとすれば、東日本大震災が第二の転換点だ
と書き始まるわけです。最初これの意味がよ
くわからなかったんですよ。でね、11 月の
新聞記事を見てびっくりしたんだけれども、
インドに鉄道システム丸ごとの輸出をすると
いうんです。わざわざ野田首相がＡＳＥＡＮ
会議のときにインドに行って、野田－シン首
脳会談をやった。昨年１月には国土交通大臣
が次官級の会議を始めている。それでフラン
スを駆逐したと書いてある。運営会社から何

しているんじゃなくて、その攻防を勝ちきれ
ないところで他の産別でこうだよと言っても
通用しないところがある。もちろん自らのと
ころで闘いつつ全国指導をやらなきゃいけな
い。そこに踏み込まなきゃ交流センターとし
てはダメだと思うんですけどね。
入江　同時にやることを考えてくれ。
田中　本来は入江さんの言うとおりで、同時
にやらなきゃいけないと俺も思いますよ。
入江　この事業がここまで辿り着いたのも、
二人それぞれの立場で切り拓いて勝ちとって
きた。あと半分は敵が鍛えてくれるんだよ。
田中　そうですね。それはある。
辻川　ＪＲが 25 年間やってきたのはとにか
く労働運動を国鉄時代のようにしない。平成
採にやらせない。この基本モチーフは変わら
ない。最後満を持して東労組革マル支配の弱
体化へ松崎が死んだこともふくめて、ばーっ
と来ている。平成採を団結をさせないために、
入社式を隔離してやるとか、検修だと即現場
配置じゃなくて２年間は郡山工場で検修させ
るとか、いろいろな政策を打ってきている。
しかし逆に一人決定的なやつを獲得した場
合、一人の青年が各地の青年と結びついてい
る現実によって、向こうの盤石の支配の条件
が逆のものに転化する。労働者ひとりを獲得
することがものすごい決定的な条件に転嫁し
ていくんだということが重要だ。
入江　俺に言わせると、それはできちゃって
るんじゃないかということだよな。さっき革
マルのことを言ったけどね。逆に言うとわれ
われには田中康宏、辻川慎一という希代のリー
ダーが人格的に見える形でいるでしょ。ＪＲ
東労組には松崎の次がいねえだろ。
田中　いないんだよな。
入江　まさにそここそ一番勝ちとっている地
平だ。大震災の直撃が東会社に来ていて、茨
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から円借款でインド政府に貸し付ける。原発
が簡単に行かなくなったという状況でまさ
にＪＲ資本にとって３・11 が転換点だった。
インドの場合は１路線だけで１兆円規模。そ
れを６路線造るというんですよ。だからＪＲ
資本にしてみれば、これで支配的資本になる。
うちの政府は、自分らのやることはぜんぶ容
認するだろうというような構え。そこと外注
化が結びついている。
　でもこれは資本主義の危機の中で起きてい
ることだ。だからそういう要素をふくめて、
国鉄分割・民営化が生み出したもので、新自
由主義が行き着いた結末だ。それに対して僕
らが今、千葉とか水戸とかという形で存在し
ていることが決定的だ。
　入江さんが資本主義の必然と言われました
けど、まさにそのとおりでさ。労働者の置か
れた現実そのものが限度を超えようとしてい
る。これは原発事故以降の行動に表れていま
す。そういう全体を考えると、国鉄労働運動
で時代を動かしていくことを交流センターの
課題にしないといけない。国鉄闘争を軸にし
た４大産別決戦です。今年始まることは改憲
とまさに丸ごとの民営化でしょ。だからここ
で一定の力ある部隊として、現場から交流セ
ンター派が登場できるかどうかです。
　直接的には、６・29 判決をめぐる攻防。
それと昨年末 12 月 26 日に本訴を起こした外
注化の差し止め訴訟。外注化、社会に蔓延し
ている民営化・アウトソーシングという攻撃
がぜんぶ違法だと真正面から問う。
　だけどもう一方では、ＪＲにしてみればこ
れがもめてる以上、次の転籍とかに行けない。
裁判だからこれにすべてを賭けるわけにはい
かないにしても、25 年間の闘いで少なくと
もそういうところまで持ち込んだ。それがで
きたのはわれわれだけです。われわれは労働

ぶ大きく総結集してもらって、いったん崩れ
た国鉄闘争支援陣形を再団結させることも視
野に入れつつ闘いを展開したい。そういうこ
とをとおしながら外注化問題でまた現場が動

運動をもう
一回ひっく
り返す挑戦
権を握った
んだという
こと。ここ
に 確 信 を
持ってやり
たい。
　さしあた
りは２・17
に国鉄集会
を 開 く と
い う こ と
と、国鉄闘
争全国運動
の全国集会
は６・９で
す。爆発的
に成功させ
たい。全力
を尽くして
半年をかけ
てこれを成
功させる。
　６・29 判
決の高裁勝
利をめざす
署名運動の
陣形はもの
す ご く 広
がっている
から、ぜん

２
０
１
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年
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19
日
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日
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新
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議論しないといけないけれども、改憲をめぐ
る支配階級の内部の分裂が始まると思う。
入江　もっと一気に行くんじゃないの？　こ
ちらが改憲阻止闘争をきちんと想定して真ん
中に位置付けるべきじゃないかな。そのなか
で敵の分岐とか、中でもっと大きな闘争とし
て育っていく。それが終わってからじゃ手遅
れだよね。
辻川　ただ方針にかかわることでは、ぜんぶ
の決戦が組織拡大決戦だと言っていかないと、
改憲阻止もにわかにそうだねとは言えない部
分がある。つまり改憲阻止だって労働者が決
起することなしに改憲阻止にならない。改憲
攻撃は労組破壊としてしか貫徹されないわけ
だ。結局、外注化阻止も、再稼働反対も、そ
のことをめぐって自分たちが労働者の決起を
つくるという強烈な目的意識性が必要だ。そ
こをめぐって闘争しているわけであって、だ
から組織拡大というのは、闘争と別に組織拡
大があるんじゃなくて闘争をめぐって必ず組
織拡大に集約されなきゃ全然貫徹したことに
ならないんだということが重要なことだと思
うんですよ。

 星野全証拠開示運動の爆発を
――そのほか重要な方針はありますか。
辻川　特に重大なのは、星野闘争です。戦争・
改憲の安倍政権が、労働者階級への国家暴力
の発動を、原発、沖縄など、あらゆるところ
で強めるのは必至だと思うんですね。そのと
き労働者階級がそれを根底から突き破って、
階級的団結に転じて闘いうる最大の反撃拠点
こそ、無期懲役のデッチあげを日々打ち砕い
て勝利し続けている星野闘争です。2013 年
は、全証拠開示運動を爆発させて星野さん奪
還の展望を力づくでもぎとりたい。

き出すわけです。
　こうした闘いを結合し、３労組陣形の力も
借りて、交流センターが時代を動かす。そう
いう前半戦になると思います。

改憲阻止闘争の重大性

入江　国鉄闘争を基軸に、４大産別決戦をあ
らためて各産別が責任をもって具体化をして
ほしい。願望的にはもう少し共に闘う労組を
集めたい。国鉄闘争の精鋭が署名運動でも名
前を連ねてくれていますけど、彼らが元気な
うちに彼らの力を借りて全国にもっと具体的
に打って出て労働組合をこの闘争に獲得して
いかないと結局自己満足に終わってしまう。
この１年は重要です。
　それからやっぱり改憲が対決軸になってい
く。僕自身個人の考えでは、改憲阻止で安倍
政権と真正面からどんな少数でもぶつかるこ
とだ。改憲阻止闘争を闘う集団として名乗り
を早く挙げておきたい。そこはわれわれにとっ
ては絶好のチャンスだから。護憲派ではダメ
だって批判的に言っている者は話にならなく
て、資本主義の手伝いをしているだけだ。改
憲阻止というきちんとした登場の仕方が護憲
勢力をふくめて獲得して勝利の展望をつくる。
この半年間で改憲阻止の路線を打ち立てるべ
きだ。それが戦後労働運動の再構築なんじゃ
ないかな。反原発についても改憲阻止なき反
原発は間違いなくつぶれていくだろう。来年
はしょっぱなから、特に通常国会は間違いな
く改憲だ。具体的には憲法審査会を稼働させ
ることから入ると思いますけど。そこらをしっ
かりと闘争していく。
田中　改憲問題は間違いなく対決軸になる。
もう一回正面から掲げないといけない。その
中身とか具体的にどういう闘争をするのかは
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交流センター中央労働学校建設を

辻川　もうひとつ、組織拡大について言うと、
労働者のマルクス主義での武装です。現実の
攻防の激しさに対して階級的に自分たちの存
在や闘いが貫徹されていくんだという視点が
ないと大変です、それは結論的に言うと、労
働学校なんですよ。それも、千葉、水戸にお
いて勝ちきるためにも、完全に東京決戦です。
都知事選の結果もそうなんですけど、東京に
おいて勝負できる交流センターにならなきゃ
いけない。交流センターはフラクションなん
だけど、もうひとつは学校ですから。特に青
年の獲得をめぐって東京で労働学校をつくっ
てそこに職場からがんがん送り込んで職場の
活動家、指導者、リーダーをつくっていく。
そこに挑戦しないと、時代に間に合わない。
　僕が事務局長をやっていた頃は、動労千葉
の闘争のほかには、明大生協とか三一書房の
争議ぐらいしかなかった。今は状況が違う。
職場で真っ向から資本とわたりあって闘争し
て勝ちぬくという労働運動をやれてるのは、
関生とか港合同を別にすると、実際上はわれ
われしかない。一般的な労働学校をやろうと
いう話じゃなくて、その地平の上に立って、
東京で勝負しなきゃいけない。動労千葉労働
運動の地平や鈴コン、郵政非正規ユニオンの
地平の伝播力だとか獲得性がすごい。吉本さ
んなんかが自分たちの闘争について語る。極
端に言うと、それでいい。もちろんカリキュ
ラムを組まなきゃいけないし、マルクス主義
とか基本的なこともやる必要があると思うん
だけど、だけど生きたマルクス主義がそこに
ある。今われわれが到達した地平を、労働者
が中心になって職場の闘争を土台にマルクス
主義を語っていく。自分たちが先頭でつかん

労働組合の交流センターにしようと思ったけ
ど、なかなかそうなりきれないまま、ここま
で来ている。労働組合を組織対象としていく
という具体的な組織方針が不可欠だ。まず、
党員や交流センターメンバーがいる身近の労
働組合をきちんと組織する作業をやるべきだ。
なぜそれをやらなければいけないかというと、
実は動労千葉も港合同も関生も唯一共通して
いるのはローカルユニオンなんですね。強力
だけど地方組合だ。これが全国的に政治を動
かす、権力を取るということはそれだけだと
大変だ。やはり東京が政治の中心、権力の中
心です。
　その点では東京に首都圏に労働学校という
のは非常にいいと思う。いい突破口になるの
かなと思う。
辻川　交流センターは基本的に入江さんにお
任せして動労水戸とか動労千葉の闘争に没入
してきた。入江さんからは、それでは水戸の
闘争だって勝ちきれないぞという話だったん
ですけど、ス労をふくめて賭けてきてくれた
ことに対して、ちゃんと応えるような運動を
実現しなきゃいけないと思う。中野さんが亡
くなって入江さんがここまで何とかしてきて
くれて自分たちが本気になって勝負するとこ
ろに来ている。それは事務局長をふくめての
飛躍が問われていると思うんですけど、全国
組織としての掌握という問題と、やっぱり東
京・首都で勝負をしていく。首都での勝負は、
入江さん－ス労の全国性に依拠してあんまり

だものを返
し て い く。
そういうイ
メージです。
入江　労組
交流センター
を結成して

呼びかけ３労組先頭に 11・４
労働者集会後のデモ（東京）
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を交流センターとして堅持できるようにす
る。そしたら必ず次のチャンスが出てきます。
矛盾はいっぱいある。

交流センターをロイヤリティのある存在に

辻川　交流センターを闘う労働者のロイヤリ
ティのある存在に変えなきゃいけない。本当
に労働組合を作って労働組合を武器に徹底的
に資本と闘い抜いて自己解放するなかで、自
分たちが交流センターなんだ、労働運動をや
るのはここなんだという権威やロイヤリティ
を作り出さないといけない。われわれが 10・
１外注化決戦やりぬいて次のステージ行った
ときに何で勝負しなきゃいけないのかを問わ
れていると思うから労働学校の方針も提起し
ている。交流センターを階級大衆の、闘いを
欲している人たちの目に見えるものとして登
場させる。私たちは交流センターを名乗って
いるけど党で勝負しているからいいんだとか、
ここは余分な会議なんだけども一応入江さん
が来てるしとか、そういうあり方をぜんぶ変
えようということなんですよね。そのために
は東京で交流センター労働学校で勝負する。
労働組合で団結して闘争したらものすごいこ
とができる。労働者にはすごい力があるんだっ
てことを伝えられる。今年１年間の闘いはぜ
んぶそのことを証明した。それを大きな規模
で組織的に展開するところに挑戦すべきだ。
そうじゃないと勝ちきれないですよ。
田中　交流センターというアイデンティティ
の話です。交流センターを、これが俺たちの
労働組合なんだと言えるものにどう作るのか。
動労千葉の組合員が動労千葉を絶対的存在と
考えているように、そうならなかったら発展
しない。それを作る大挑戦なんだと思うよね。
　　　　　　　　　　　　（12月15日収録）

自分らが意識的に努力しなくてもすんできた
みたいなところがあった。でも 13 年に向け
てここから勝負していく。それが入江さんの
提起に対する答えかな。
田中　もう辻さんが言われたとおりなんです
が、入江さんからおまえらもっと交流センター
のことを真剣に考えろと言われて、実際その
とおりで、入江さんがこうやってやっていて
くれたからこっちは外注化決戦を全力でやり
ぬけた。このご時世に全国的なこれだけの組
織を持っていてあらゆる産別を小なりとはい
え結集していてここで勝負していこうという
ことがあったときに中途半端なかかわりで
成功なんてありえない。24 時間、四六時中、
交流センター運動をどうつくり発展させてい
くのか考えている人格がいなければ成功しな
い。もう一回交流センターに本気にならな
きゃいけない。熱いものをつくりたい。
入江　何度も言うけど、交流センターをもう
一度作るには、そこに組織する労働組合や産
別労働運動を措定しておかないといけない。
合同労組が実は一番困難で、本当に勝つため
にも４大産別、基幹産業でしっかりした闘争、
階級権力を取る闘争を目的意識的につくらな
ければいけない。そういう点でスト権ストの
挫折の総括もふくめた国鉄分・民闘争の総括
が必要だろうと最近特に思う。まがりなりに
も闘って今も存在しているのは国鉄闘争だ。
ここはちゃんと勝負になるし、敵の方も勝負
がついてないと思うから攻勢かけてくる。
　反合闘争は究極的には妥協がない。多くは
反対しながらあいまいな体制になっていく。
だから今回、ＪＲで外注化が強行されたから
よかったと思うのは、無責任かもしれないけ
ど、緊張が維持されることですよ。この緊張
をどっちが維持し続けられるかで次の局面で
どっちが有利になるか決まる。この闘争態勢
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　動労水戸は一
年間、検修・構
内外注化攻撃と
被曝労働阻止の
闘いを全力で闘
い抜いてきた。
この攻撃の本質

は何か。世界大恐慌の波は世界を覆いつくし、
世界の資本家どもは労働者を非正規雇用に突
き落とし、搾取を強化すること以外に生き残
れない。ＪＲは日本のリーディングカンパ
ニーとして資本家の先頭で、安全を投げ捨て
現場労働を全面的に外注化しようとして、検
修・構内外注化に突き進んできた。だからこ
の闘いは、世界的な闘いであり小さな一企業
の闘いでなかったということだ。
　ＪＲ東日本は 10 月、「グループ経営構想Ｖ
～限りなき前進～」という方針を打ち出した。
ここでは第１の出発点を、国鉄改革は私たち
の変わらぬ「出発点」であるとし、闘う労働
組合解体こそ原点であることを確認している。
第２の出発点として３・11 東日本大震災を
あげ、鉄道という社会インフラを担う企業と
して「世界に伸びる」ということを打ち出し

た。さらに、原発警戒区域を含む不通区間へ
の対応として、広野～原ノ町間の復旧の検討
を打ち出した。自民党が大勝した今、原発継
続と再稼働、被曝は問題ないとするキャンペー
ンがさらに強まることは容易に推認できる。
闘うために構え直さなくてはいけない。
　ＪＲ東日本は、検修・構内外注化攻撃にと
どまらず、外注化攻撃をすでに駅に拡大する
ことを公言し、さらに車掌・運転士へと全面
化させることは火を見るよりも明らかだ。そ
れをＪＲが貫徹するには、闘う労働運動の解
体が大前提になる。確かに国労は、1047 名
解雇撤回闘争について政治和解した。しかし、
動労千葉・動労水戸・動労連帯高崎・動労西
日本という動労総連合が、反合・運転保安、
外注化絶対反対を掲げ闘い抜いていることは、
いつ労働者の怒りに火がつくかもしれないと
いうことを、ＪＲののど元に常に突き付けて
いるということだ。
　10 月 1 日、検修・構内外注化は強行された。
しかし、東労組と国労幹部の裏切りについて
の怒りは全く収まってはいない。鉄道サービ
スの労働者もＪＲの労働者も分断されたこと
によって次々と起きる問題について、怒りは
蓄積するばかりだ。東労組にいるメリットは
今やない。まして国労にいるメリットもない。
動労水戸以外に闘う労組はないからだ。ここ
に展望があると思っている。来年も全力で、
ポジティブに闘っていこうと思っている。

外注化阻止・非正規職撤廃で、闘う
労働組合を甦らせよう！

２０１３年の決意

外注化絶対反対で「経営
構想Ｖ」を打ち砕く

動労水戸委員長　石井 真一

動労水戸、昨年 10・１外注化後初の
ストライキ。ＪＲ水戸支社に怒りの
コール（2012 年 11 月 30 日　水戸市）
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　民主党の「壊滅的敗北」と日教組を敵視す
る極反動・安倍新政権の登場に、既成組合執
行部は戦々恐々としています。選挙結果に見
える日帝の政治危機と連合支配の根底的動揺
は、大失業と戦争の時代に立ち向かう階級的
労働運動をとりもどす歴史的なチャンスが来
た！ということだと感じています。
　三浦半島教労部会は、年明けとともに〝た
たかう三教組〟を職場に奪い返す役員選挙闘
争に突入します。体制内指導部は、組合員の
生活と権利を守るどころか賃金闘争の重要性
を訴える青年組合員に対して、「こんな厳し
い情勢では市民から理解されない。今は闘う
ことは無理なんだ」と言ってのけました。闘
いを放棄し大幅賃金カットへの「協力」を組
合員に強制したばかりか、組合員の怒りの決
起を抑え込もうと必死です。殺人的な多忙化
攻撃に対しても、教育委員会の「多忙化解消」
政策に乗っかって職場の団結をみずから解体
し、「パートナー」の名のもとに攻撃の片棒
を担いでいるのです。一体誰のための、何の
ための組合なんだ。
　こんな執行部は変えるしかない！　今こそ
組合を変える時です。体制内三役の得票は毎
年減ってきています。これは日々職場闘争を
闘い、さらに動労千葉物販や６・29 署名運
動をとりくむなかで、私たちの考え方が浸透
し、闘う団結が拡大してきているということ
です。でも、少しずつの伸びなんかじゃダメ
なんだ。
　大失業と戦争の時代に、現場で踏ん張って
いる教育労働者は〝たたかう日教組の再生〟

を熱望しています。私たち部会の役員選挙決
戦は、その先端を切り拓く歴史的闘いです。
会員が職場の団結の組織者になろう！　部会
の強固な団結を基盤に、職場の怒りを束ね、
職場闘争をつくり出そう！　青年労働者を先
頭にして全組合員の職場からの総反乱をつく
り出そう！
　「教育の民営化絶対反対！非正規職撤廃！
全原発廃炉・福島連帯！」を掲げ、〝たたか
う三教組〟を私たちが絶対につくり出します。
ともにがんばりましょう！ 

　橋下登場から 1 年、入れ墨調査拒否処分撤
回闘争、斎場解雇撤回闘争、喫煙処分撤回訴
訟、チェックオフ個人訴訟、など本部の屈服
を乗り越える現場労働者の自発的な決起がい
よいよ始まっています。しかし市労連はこれ
らの闘いを「労働組合としてはやらない」と
しています。交流センターは９・16―11・４
をもって、「自治労本部打倒」「全ては労働組
合の問題だ」ということを鮮明にさせて闘い、
現場との結合を勝ち取ってきました。いよい
よこの闘いが現場労働者の結集軸となるとき
がきました。
　総選挙における投票率の激減が示している
のは、労働者の怒りが行き場を失い、それで
も方針を求めて渦巻いているということです。
闘う労働組合の登場のみが、この怒りの全て
をひとつにすることができます。動労千葉の
外注化阻止決戦にはその力があります。大阪
市においても、上下水道・交通・保育所・ご
み収集などをはじめとして、いよいよむき出
しの外注化攻撃が始まっています。自分の働

役員選挙闘争に勝利し、〝たた
かう三教組〟を奪い返す

神奈川県労働組合交流センター
三浦半島教育労働者部会

闘う労働組合の登場で
橋下打倒へ！

大阪市職組合員、「入れ墨調査」
拒否処分者　赤田由行
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く建設局でも「下水道経営形態変更」という
名の民営化攻撃が始まっており、当局が平成
27 年度からの「新組織への転籍」に向け「退
職願を提出していただくことになる」などと
いう文書を発表してきました。大阪市の下水
道事業は「現在のところ、健全かつ低廉な経
営による自立した公益事業」とさえされてい
るのです。それでも経営形態変更を行うこと
を「今後維持費用が上がり赤字になるからだ」
と強弁していますが、民営化・外注化とは、
まさにその維持費用を切り捨てるということ
です。
　この経営形態変更には労働者を納得させる
だけの口実さえありません。橋下はこの 1 年
で現場の団結をつぶすことができず、どんな
に無様でもこの攻撃をやるしかないところま
で追いつめられています。組合本部が「民営
化・外注化反対」の旗をあげない中で怒りの
声はまだ大きな形になっていませんが、交流
センターの「絶対反対」の闘いが、必ず結集
軸になっていくと確信しています。２・24
橋下打倒集会はこの現場労働者の怒りと圧倒
的に結合する闘いになります。特に全国の自
治体・教育労働者のみなさん！　職場の仲間
とともにご結集をよろしくお願いします。

　私たちは財団法人広島県地域保健医療推進
機構という広島県が出資する外郭団体で働く
非正規労働者を中心に結成されたユニオンの
支部です。仕事の内容は主に健康診断。レン
トゲン車などを運転して事業所の健診や市町
村の住民健診を行なっています。私はそのな
かで検診車の運転業務や受付の業務をしてい

て、１年契約の
嘱託職員です。
　私たちの支部
はいま、今年３
月末の非正規職
員の雇い止め解
雇阻止、クビ切り・外注化・非正規化のため
の新システム（電子カルテ）絶対反対を正面
課題として闘っています。
　当局は、これまで紙の手書きカルテで行なっ
ていた健診業務を今年４月１日からペーパー
レス化する「新システム」の計画を進めてい
ます。この中で、当局がこの新システム導入
とあわせて検診車運転業務の廃止と外注化、
受付業務の外注化を策動していることが明ら
かになりました。
　この攻撃は、自治体における外注化攻撃、
医療産別における外注化攻撃の一貫の攻撃で
す。直接雇用の非正規職員を解雇して外注化
するというやり方はＪＲの契約社員制度と全
く同じです。すでに運転や受付だけでなく看
護師まで派遣労働者が導入されています。こ
の中で非正規職員は超低賃金と「いつでも取
替えのきく労働力」扱いの差別的待遇におか 
れています。
　しかし、やりたい放題の当局の攻撃に対し
て昨年支部を結成し、職場ビラと団交で当局
を徹底追及してきました。
　「子どもや将来の世代に非正規しかない社
会を残すわけにはいかない」と昨年の 11・
４労働者集会には職場の仲間も参加しました。
職場では現場の声を無視した新システムに正
規・非正規をこえて不安と怒りの声が巻き起
こっています。怒りの声を労働組合運動とし
てひとつの力にできるか勝負どころです。ク
ビ切り阻止！非正規職撤廃！外注化絶対反
対！でたたかいます。

３月雇い止め解雇阻止！　クビ切り・外
注化・非正規化の電子カルテ絶対反対！
広島連帯ユニオン推進機構支部　宮原 亮

2012 年９・16 橋下打倒集会
（大阪市役所前）
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　11・４労働者集会で呼びかけさせていただ
いた「解雇撤回・ＪＲ復帰」を求める署名に
多くの団体・個人より賛同・署名が寄せられ
ています。本当にありがとうございます。
　1047 名解雇撤回闘争は、国鉄分割・民営
化という国家の不当労働行為を「終わったこ
と、過去のもの」にさせない闘いであり、今
の労働者の置かれている現状を「しかたない」
などと、させない闘いです。
　12 月 17 日、動労千葉鉄建公団訴訟控訴審
第１回公判が開かれました。公判前に、東京
高等裁判所前において動労千葉、動労水戸、
連帯高崎の組合員と支援する仲間たちが結集
し、高裁へ向けてＪＲへの採用を訴えてシュ
プレヒコールを叩きつけて控訴審公判にのぞ
みました。
　東京高裁 824 号法廷において、難波裁判長
のもと、被告鉄建公団を圧倒する支援する仲
間たちの結集傍聴の中で一審原告代表として
中村が意見陳述を行いました。（右掲）。
　その後、原告代理人の４弁護人から、この
公判は、過去の不採用裁判と全く違い新しい
真実が明らかになっていること、よって過去
の判例に流されてはならないこと、そして地
裁で認定した不当労働行為を今一度明らかに
するためにも「葛西証人」の証人尋問が必ず
必要であること、そして国鉄の不当労働行為
を認め、「解雇撤回・ＪＲ復帰」の判決を求
める力強い陳述が行われました。
　裁判後、報告集会が開催され、葉山弁護団

長は、「現在の学説では、不当労働行為に対
する救済は単なる原状回復ではなく『少なく
ても原状回復』というのが主流だ。原告を名
簿に記載されていた状態に戻すこと、つまり
は必然的にＪＲ職員としての地位が回復され
ねばならない」と控訴審での課題が述べられ
ました。
　次回の第２回裁判は２月 27 日（水）午後
２時 30 分、東京高裁です。多くの傍聴をお
願いします。

 全国を 12 冬季物販オルグで回って
　12 冬季物販オルグは、署名運動と物販オ
ルグでの闘いでした。はじめに訪れたのは、
被災地・宮城でした。東北は、私が国鉄マン
として社会に出た所であり第２の「ふるさと」
です。事前に、署名のオルグで各職場を回っ
ていてくれました。感謝です。初めて訪れた
新潟でも、事前に回っていてくれました。あ
りがとうございます。
　大阪の高槻では病院労働者の方々、地域の
労働者と交流会を重ねる中で闘う団結が拡大
しています。彼らは正規・非正規を越え連帯
し苦しみながらも労働者のための労働組合を
取り戻そうとしています。
　宮城、新潟、岡山、高知、そして大阪、京
都、現地でいっしょに回っていただいたみな
さん、ありがとうございます。オルグを終え、
千葉で皆さんの注文の箱詰めに休む間もなく
高石さんと頑張っています。

鉄建公団訴訟第１回控訴審（12月17日　東京高裁前）

動労千葉本部執行委員、協販部部長　中村 仁

解雇撤回・ＪＲ復帰の判決を！



19月刊労働運動 2013 年１月号

意見陳述書
　６月 29 日、東京地方裁判所民事 11 部、白石
裁判長は、私たち動労千葉組合員が、当初は採
用者用候補者名簿に登載されていたにもかかわ
らず、ＪＲ設立委員会への名簿提出期限が迫っ
た段階で急遽「不当な目的、動機」に基づいて「停
職６ヶ月以上、又は２回以上の停職処分を受け
ている者」という「採用基準」が作られ、名簿
から外されたこと、それを指示したのが葛西職
員局次長であったことを認定した上で、次のよ
うに判断しました。
　「国鉄当局としては、一旦は原告を含む動労
千葉組合員を基本的には採用候補者名簿に記載
する方向で動いたにもかかわらず、改革労協側
の姿勢に触発されるなどして、動労千葉等、分
割・民営化に反対する労働組合に所属する職員
を不当に差別する目的、動機の下に、名簿不採
用基準を策定したと推認するのが相当である」
として、国鉄の不当労働行為を明確に認めまし
た。
　さらに判決では、「本件名簿不記載基準が策
定されなければ、原告らは採用候補者名簿に記
載され、その結果、ＪＲ東日本に採用されてい
たはずであるといいうる」と言い切っています。
ここまで明確に認定すれば、本来、「解雇撤回」
以外の結論があるはずがありません。
　われわれ動労千葉９名は、本当であればＪＲ
に採用されていなければならなかったというこ

とです。
　判決でも認めているとおり、改革労協（現Ｊ
Ｒ総連）の横やりを受けて「停職６ヶ月又は停
職２回以上」という不採用基準を作ったこと自
体不当労働行為です。
　さらに、不採用の基準とされた「停職」処分
について言えば、ストライキで処分された組合
員の解雇が撤回されている以上、われわれの停
職処分も不当処分であり、なかったということ
です。
　不当処分の上にさらに不当な採用基準を設け
た上で、一旦は採用候補者名簿に登載されてい
たわれわれを不当労働行為意思に基づいて意図
的に排除したことであり、幾度もの不当労働行
為が繰り返されたのです。東京地裁が「不当労
働行為」と認めた以上、現状を回復する以外に
ありません。名簿に登載されたものとして扱い、
ＪＲに採用されなければならないと思います。
　国鉄分割・民営化から 25 年が過ぎました。
われわれは、この 25 年間、ＪＲ不採用になっ
た怒りと悔しさを忘れたことはありません。こ
の 25 年間の悔しさを東京高裁の裁判官には本
当にわかってもらいたいと思います。
　最後に、東京高裁の裁判官にお願いします。
事実を事実として見ていただいた上で、東京地
裁判決に基づき、われわれを是非ＪＲに戻すた
めの公正な判決をお願いする次第です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　みなさんの力をいただいて「解雇撤回・Ｊ
Ｒ復帰」を勝ち取ります。そして外注化攻撃
により強制出向させられた組合員のＪＲ復帰
も必ず勝ち取ります。そしてこの現場での闘

いが、被災地・東北、福島との連帯に絶対に
つながると信じています。
　引き続き、署名運動と物販へのご協力をお
願いします。

　　　　　　国鉄分割・民営化で不当解雇から 26 年 

　　　 ２・17 労働者集会
日時　２月 17 日（日）５時～（開場４時半）
場所　すみだ産業会館（東京都墨田区江東橋３－９－ 10　ＪＲ錦糸町駅前）
呼びかけ　国鉄分割・民営化に反対し、1047 名解雇撤回闘争を支援する全国運動
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　獄中にも、本格的な冬の寒さが、訪れてい
る。今冬は、購入品目の中に、耳あてと使い
捨てカイロが入ったというので期待したが、

「必要に応じて」と、文昭の手元には届いて
いない。昨年の最後の 12 月の面会で、文昭は、
一年を振り返って、次のように言った。
　「今年は、数年分の充実した一年だった。３・
11 情勢があり、それに重なるような形で非
正規の現実がある。それと格闘しながら、み
んなとの団結をつくっている。これでやって
いけるという確信を持てるようになっている
のが大きい。それができるのは、暁子が僕の
アピールを携えて、いろんなところで発言し
てくれたからだ。一番うれしかったのは、暁
子が、僕の 38 年、いっしょにいきた 26 年は、
見せしめのための年月ではなくて、それを
ひっくり返し、解放に向けて日々無期に勝利
してきた 38 年、26 年だったと言ってくれた
ことだ。僕にとっても、みんなにとっても、
大きな励ましになっている。星野を取り戻す
闘いと世の中を変えていく闘いを一つに闘う
ことで、展望を開いていくと暁子が言ってい
ることも僕には、本当にうれしいよ」
　
 獄壁を打ち破った２・５闘争
　文昭の獄中 38 年の闘いは、無期に屈しな
い日本の階級的労働運動をつくっている。そ
して、分断を許さず、本物の団結と力をつく
りあげていると言える。

　血を流し、死から生へ、分断から団結へと
たどってきた闘いが、労働者を激励する闘い
として甦っている。そのことが、あらためて
自覚されたのは、昨年の２・５徳島刑務所包
囲闘争だった。労組交流センターと〈星野
さんを取り戻そう！全国再審連絡会議〉は、
600 人で、徳島刑務所包囲闘争を貫徹した。

「集団面会をしたようだ」と文昭が言ったよ
うに画期的闘いだった。「星野さんを取り戻
すぞ！」「受刑者を人間扱いしろ！」の声を
届けるために、心をひとつに団結し、奮い立っ
た誰もが感動の渦の中にあった。そして、獄
中と周辺住民をも揺さぶった。巨大に見えて
いた〝獄壁〟が打ち破られたのだ！　ともに
闘ってくださった労組交流センターのみなさ
んに感謝します。
　これに対し、徳島刑務所は、面会も差し入
れも認めない２名の禁止処分と、２・５に関
することはすべて墨塗りにするという攻撃を
かけてきた。集会とデモを行うのは、労働者
人民の権利だ。そのうえ、２・５は許可され
た合法的なデモであったにもかかわらずだ。
　さらに、３月 30 日、東京高裁第 12 刑事部
は、第二次再審請求に対して、棄却決定を出
してきた。棄却決定文は、デモ当日、文昭の
着ていた服の色が、Kr 供述にある「きつね
色」ではなく、「水色」であることを認めな
がら、なんと「Kr 供述は、誘導を行なった
から、記憶喚起が出来たのであり、実験では、

星野を取り戻す闘いと世の中を
変えていく闘いをひとつに

星野 暁子
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誘導を行なわなかったから、記憶喚起が出来
なかった。誘導は、不当なものでない限り、
記憶喚起に有効だ」と誘導を肯定し、心理学
の知見を否定したのだ。
　ただちに全国で抗議の街宣が取り組まれ、
３回にわたって東京高裁に対する波状的デモ
に取り組んだ。そして、全国の様々な再審運
動が苦闘している証拠の全面開示を、星野再
審においてこそ実現しようと、証拠の全面開
示大運動を開始した。今、賛同署名は、弁護
士 240 人、全体で 720 人と広がっている。

 11・23 集会の成功から全証拠開示へ
　そして、11 月 23 日に行なわれた全国集会
は全証拠開示運動の正しさと展望を指し示し
て、大きな成功を勝ち取った。集会は、３部
構成で、第一部は「全証拠開示運動の賛同人
の発言」だ。まず、藤田城治弁護士が、再審
の現段階と全証拠開示の意義を鮮明に提起し
た。そして、６人の賛同人から、星野を取り
戻すための熱いメッセージが寄せられた。
　国鉄闘争全国運動呼びかけ人・金元重さん
は、「私自身が無実の罪で、北朝鮮のスパイ
容疑で起訴され、７年の刑務所生活をしたこ
とから、星野さんが 38 年耐えてきた、夏の
暑さ、冬の寒さの苦しみ、読書や執筆が制限
される苦しみを痛切に感じます。今 38 年の
獄中生活を送っている星野さんの根本的な解
放のために、私たちが刑務所のあり方を告発
していくような幅と考えをもっていく必要が
あります」と涙ながらに発言された。
　映画カメラマンの大津幸四郎さんからは、
高崎経済大学時代、処分されるとわかってい
て自治会室に入り込んだナイーブで正義感の
強い若き日の文昭が紹介された。
　第二部の文昭と私の発言と事務局・救援会
からの発言、第三部の的確な弁護団の発言、

家族の発言などを土台に、今回の集会は、賛
同人の発言が、開始された全証拠開示大運動
の進展状況を示すものとして注目された。そ
して、圧倒的に成功したのは、証拠の全面開
示大運動という形での内容と方向性の提起だ。
発言者の誰もが、無期 38 年という文昭の刑
の重さに向き合い、そこからの解放の取り組
みを自らの生き方を示すものとして表現した。
そのことによって、一人の賛同人が新たな賛
同人を作っていく全証拠開示運動の展望が
はっきり示された。

 2013 年　星野文昭解放へ総決起しよう
　2013 年、星野奪還運動は、「この道を進む」。
文昭たちが闘った沖縄返還批准阻止闘争は、
オスプレイに怒る、今の沖縄の苦しみを撃つ
ものとしてある。星野闘争は、この闘いの継
続としてもある。
　第一に、文昭が言っているように、すべて
の労働者人民の未来がかかった闘いとして、
証拠の全面開示大運動を進める。星野闘争を
ともに闘うことで、階級的労働運動が前進し、
階級的労働運動が前進することで星野闘争が
前進する。このもとに新たな人々を獲得する。
　第二に、星野を取り戻す闘いと、国鉄全国
運動、非正規の闘い、反原発の闘い、そして
オキナワの闘いを一体に闘う。
　第三に、全証拠開示運動を、すべての冤罪
被害者、関係者の思いと一体に実現していく。
　今年は、戦争と改憲の安倍自民党政権との、
激突の年になる。その中で、無期に屈しない
文昭の闘いは、労働者人民の背中を押す闘い
として、激励するものとして生きるだろう。
　『国際労働運動』２月号（前進社）に、星
野闘争の特集が組まれている。ぜひ、読んで
ほしい。
　一体に闘い、ともに勝利しよう。
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 12・14 ウイングホール柏斎場労働運動弾圧裁判

３年間の仕事外しを違法と認定　事務組合に慰謝料50万円の判決
原職復帰させた職場の団結は、裁判所をも圧倒

闘う合同・一般労組

綿貫　透　千葉労働組合交流センター自治体労働者部会、
　　　　　　ちば合同労組

　ついに東葛中部地区総合開発事務組合（＝
柏市）との民営化をめぐる攻防は、勝利的地
平に突入しました。ビラ配布や「門前闘争」
への参加を「地方公務員法違反」とでっちあ
げての「停職 1 カ月処分」や、「労働運動を
やめるまで仕事をさせない」と豪語してきた
３年近くの仕事外しに対して、10 月 1 日に
は原職に復帰し、ハンドルを取り戻しました。
　12 月 14 日には千葉地裁松戸支部をして、
管理職を「不法行為」と断罪させ、慰謝料を

支払うことを通告させました。
どんな攻撃でも闘えば勝てると
いうことを実証をしたと思いま
す。
　判決は「３年近くの仕事外し
は、管理職の不法行為と認定。
慰謝料50万円を綿貫さんに払え」
とする一方で、停職 1 カ月処分
については「有効」であるとし
ました。同僚の机に置きビラを
したことなどが「職務専念義務
違反」、勤務時間外に行われた委
託労働者の解雇撤回の門前闘争
に参加したことが「信用失墜行
為」だと認定しています。団結
権を一切認めずに、労働運動解
体の意志に貫かれています。一
体の攻撃ですが、判決は両者を

判決骨子　「斎藤場長の違法性について」

……運転業務を外させた行為は、そのような必要性は認め
られない。正当な懲戒処分を経ることなく、事実上の制裁
というべき状態をしいている。
　斎藤場長の①～③までの行為は、原告の活動を抑え込む
ために、職場から孤立させる行為であって、人格的利益の
侵害であるから、不法行為である。
　斎藤場長の行った、すくなくとも１年以上にわたる業務
外し、ホワイトボードの設置、回覧から除外した行為によ
り、原告が多大の精神的苦痛を被ったことは容易に推察で
き、この損害額は 50 万円とするのが相当である……

（注）①平成 21 年９月から霊きゅう車の運転業務から外し、
同年12月からはシュレッダーかけなどの雑務のみ専念させ、
ほとんどの時間を自席に座って漫然と過ごす状態に至らせ、
②回覧文書を原告に回覧させないようにし、③ホワイトボー
ドを設置して、右側以外の視界を遮断させる状態にするこ
とにした。

山本志都弁護士（中央）から報告を受ける綿貫さん
と支援者（昨年 12 月 14 日　千葉地裁松戸支部）
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闘う合同・一般労組

あえて分断してるのです。
　しかし、判決前の 10 月１日か
らの現職復帰と、３年近くの仕事
外しはおかしいと日に日に高まる
怒りの声によって、裁判所をして

「多大の精神的苦痛を被ったこと
は容易に推察できる」として、賠
償金の支払いの仮処分付きの決定
を勝ちとったのです。「門前払い」
が当たり前の中で、現場の闘いに
よってぶち破った結果です。
　また判決当日は、25 人の仲間
が結集して、ある人は年休を取り、
ある教員は期末テストの忙しい中
を抜け出して駆けつけてくれました。反動判
決を聞いて、「労働組合として、絶対に許せ
ない！」と地裁は怒りに包まれました。

 次は民間委託攻撃をはねかえすぞ！
　公判後の報告集会では、山本志都弁護士の

「労働運動弾圧裁判として闘い、現場で闘い
続けたことが裁判所も認めざるを得なくなっ
た核心」との提起を受け、習志野市役所の仲
間、東京の自治体労働者、医療労働者などか
ら圧倒的に勝利の感想が出されました。
　職場では、完全民営化が示唆されています。
復帰してすでに３カ月近くになる今、当局は
安全や「効率」をそっちのけで、労働者を分
断することに血眼になっています。現場のみ
んなも同じ攻撃と闘っているんだと、日に日
に感じています。判決の報告を聞いた民間の
仲間も激励してくれました。職場全体のため
に闘っていることがわかれば公務員バッシン
グははねかえすことができると実感していま
す。さらに、「処分撤回」闘争を軸に、団結
拡大へ闘っていきます。

「沖縄新基地建設反対・オスプレイ配備
反対」デモに参加したた綿貫さん（昨年
５月 14 日　沖縄県名護市）
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「給食食べた」にかこつけた公務員バッシングを許さない
女性部事務局長　辻川あつ子

ることが質問の主旨」と言っ
ています。

安全を脅かす民営化・外注化
　公立保育園の保育士の約半
分が非正規雇用という現状の
中、この西宮市の調理の労働
者は、どのような雇用形態な
のでしょうか。今回の「公立
保育所の調理員がタダで給食
を食べていた」は、必ず公務
員バッシングにつながります。
そもそも子どもたちに食べさ
せる物を調理員が食べて、何
が悪いのかと思いますが、子
ども・子育て新システムを遂
行するために、政府は虎視
眈々と労働者への攻撃を狙っ
ています。戦後、女性労働者
が闘い取ってきた労働者の権
利を奪い、子どもたちの福祉
を、措置から契約に転換する
など、外食・給食産業や教育
産業の大資本が、保育を金儲
けの対象にすることを総力で
やろうとしています。
　女性部の会員の中にも、調
理の仕事をしている方が何人
かいますが、重労働で火傷や
ケガの労災と隣り合わせとい
う大変な環境だそうです。民
間の場合は、特に少人数で加

重な労働となっているそうで
す。また、子どもたちの給食
や病院の給食は、食べてはい
けない物の制約があったりし
て、間違って食べたものが、
子どもや患者の命を危険にさ
らす場合もあり、非常に気を
使う仕事でもあるのです。公
立の現業部門の外注化は職場
の安全を脅かし、子どもたち
や労働者の安全も守れません。
　笹子トンネルの崩落事故を
見て下さい。完全に事故は、
外注化がもたらした結果です。
　国鉄分割・民営化が強行さ
れようとする時期の新聞の見
出しに「暑さで、職員たるみ、
線路もたるむ」とありました。
私はこのことを一生忘れませ
ん。公務員バッシングを許さ
ず、闘う労働組合を甦らせま
しょう。
　ＪＲの外注化決戦を徹底的
に闘い、４大産別を先頭に、
すべての職場で外注化・非正
規職化と対決する団結を拡大
しましょう。

――女性部から――女性部からひめじょおん

　昨年 12 月 19 日付け東京新聞
に兵庫県西宮市の市立保育所
調理員の問題が載りました。
内容は、子どもたちの給食の
余りを、調理員が昼食として
食べていたというものです。
始まりは、市議会で議員が、

「元調理員から、『自分たちの
昼食に給食を食べていた。子
どもの分が不足する事態も起
こっていた』と聞いた」とい
う質問を出して、市が調査し
たというものです。市の調
査の結果は、13 園中８園が、
子どもが欠席して余った分は
食べていたと回答し、市は、

「昼食は持参し、余ったもの
は廃棄すべき」という見解を
公表しました。それが、イン
ターネット上で、余ったもの
を廃棄するのは、もったいな
いなどの論争に広がったとの
報道でした。市議会で質問し
た議員は、「職場のいじめで
辞めた元調理員から、揚げ物
が献立にあるときは片付けが
面倒だから休む、保育士に協
力しない、など問題のある同
僚がいたと告発があった。給
食の残り物をどうするかでは
なく、市や保育所長の監督が
行き届いてないことを改善す

２
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　今回の総選挙・東京８区（杉
並）で山本太郎さんが獲得し
た 71,028 票は、すがすがし
さに満ちあふれたすばらしい

〝勝利〟を示しました。超反動・
安倍政権との対決―原発再稼
働・大増税・ＴＰＰ強行・改
憲などの攻撃に対して、労働
者人民の闘いの展望を切り開
く勝利でした。
　「誰にも入れたくない選挙」

（首相官邸前）に「これなら
どうだ！」と敢然と立ったの
が山本太郎さんでした。「反
核運動発祥の地・杉並だから」

「原発推進の自民党最強候補
がいる杉並だから」との決意
に応えて、選挙ボランティア
の若い人たちが全国から集ま
り、織田陽介事務局長（「山
本次郎」と！）を先頭にＮＡ
ＺＥＮの仲間たちも参加。戦
後最低の投票率が云々された
今回の総選挙、全国平均 59％
に対して杉並は 64％、票数
にして２万票のＵＰです。20
～ 30 代の青年層が投票した
結果だと推測されます。
　杉並に職場がある東京西部
ユニオン青年部組合員の話を
聞くと、職場でも山本太郎選
挙が話題になっていたとのこ
と。労働現場の政治的活性化
です。全員が 20 代、非正規

ないました。１週間そこそこ
の短い時間しかありませんで
したが、3,000 人を超える支
持者の方々への電話をはじめ
とする声かけなど、圧倒的な
選挙活動を貫徹することがで
きました。その中から、ただ
たんに山本太郎さんに投票す
るだけではなく、自分自身が
周囲への声かけを始める支持
者も多数生まれました。こう
した主体的な力が獲得した
71,028 票だったと思います。
支持者の方々との接点も新た
に掘り起こされ、都政を革新
する会自身にとっても重要な
成果をあげることのできた選
挙闘争でした。
　山本太郎選挙は 12・16 投
開票日をもって終わったので
はありません。この日から始
まったのです。杉並における、
杉並から発信する新たな反核
運動―反原発闘争の形成に向
けた展望を開きました。この
力で超反動 ･ 安倍政権―橋
下・石原を撃破しましょう！

のアパレル職場の仲間は、自
民圧勝―安倍政権登場に、「も
う生きていけないよ！」の声
が噴出し、職場を中心にした
劣悪な生活状況が政治と深く
関わっているのだという意識
が急速に生み出されていると
思うと言います。
　「自民圧勝、民主壊滅」の
結果は、日本の政治が後のな
いどん詰まりに陥ったことを
示しています。戦後民主主義
と新自由主義の破産は、再登
場した自民党政治によって、
どん底まで転落するのは明ら
かです。その結果、労働者人
民に犠牲転嫁されるツケは、
戦慄すべき大きさとなるでしょ
う。安倍政権は、超反動政治
を満展開してきます。階級闘
争のむき出しの激突の開始で
す。また、総選挙や都知事選
でも、社・共がまったく労働
者人民の怒りを受けとめる存
在でないことも明らかとなり
ました。連合・全労連の大分
岐も始まります。連合東京に
よる猪瀬直樹候補支持の決定
など、その典型です。

 都革新支持者も決起
　都政を革新する会も、ＮＡ
ＺＥＮの仲間とともに全力で
山本太郎選挙の応援活動を行

―反戦共同行動委員会ー

山本太郎選挙から見えてきたこと
北島邦彦　都政を革新する会事務局長

地平線

選挙最終日、高円寺駅前で山本太郎さんと
若者のエネルギーが炸裂（12 月 15 日）
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 新聞記事、ネット配信記事

●大阪市の勤怠不良職員 274 人　橋下市長、
分限免職検討を指示【11/7　産経】
●こっそり押しつけられる放射能 拡大する
管理なき被曝労働【11/8　ＨＰダイヤモンド
オンライン】
●欧州全土でゼネスト　数百万人が経済危機
解決のための緊縮政策に反対【11/14　ＨＰ 
Democracy Now ！】動画あり
●解雇は当たり前、ニッポン雇用の修羅場

【11/16　ＨＰ東洋経済オンライン】　「合計
10 回の面談で精神的に追い込まれ、自殺す
ら考えた」　ＮＥＣグループで教育関連の職
場で働く男性 (44) は、今年５月から始まった
退職勧奨を振り返る。
●韓国　非常勤教職員ストライキ、一部学校
給食支障【11/24　ＨＰイノライフニュース】

 労働組合状況

●日本最大の新産別「ＵＡゼンセン」が誕生
／労働条件改善の統一的運動等を運動の基本
方針に【11/9　ＨＰ労働政策機構・研修機構】
●世論に背を向け、民主党政権に追随　第
12 回大会から１年間の連合運動――エネル
ギー政策・原発問題をめぐる動向　芹澤寿良

【11/9　ＨＰ現代労働組合研究会】ＰＤＦで
公開　
●猪瀬氏を連合東京が支援する道理はあるの
か【11/27 ブログ シジフォス】「反対意見は
自治労、東交、私鉄総連だけだった」
●日本ＩＢＭの横暴な解雇を許さない、「ブ
ラック企業のメダリストＩＢＭの大量指名解
雇に反撃する大集会」が 11 月 27 日に東京・
日本橋公会堂で開催。【12/15　ＨＰ　ＪＭＩ

Ｕ日本アイビーエム支部】
●連合に従わない自治労秋田県本部、「未来」
支持【12/2　読売】
●衆院選 : 原発存続の踏み絵　電力系労組、
民主公約に対抗【12/2　毎日】
●労組組織率、最低の 17・９％　パートは
過去最高に【12/18　共同通信】
●ＴＰＰ参加 労使で一致 経済同友会と連合

【12/20　日本農業新聞】
●情勢を味方につけて、より一層、飛躍の年
に　関西生コン支部・武建一委員長【1/1　
ＨＰ関西生コン支部】

 書籍・雑誌・機関誌類資料

●『週刊東洋経済』特集「解雇・失業」【11.
17】

Pick Up 2012 年 11 月～ 12 月の労働運動関連情報

動労千葉労働学校 第 12 期労働学校日程

■基礎講座
　１月 19 日（土）13:00 ～ 
　◆労働組合と国家
　◆講師　山崎 一（社会問題研究者）
　労働組合は社会変革にどういう役割をは
たすのかについて明らかにする。
■実践講座
  ２月 23 日（土）13：00 ～
  ◆裁判員制度と改憲
　◆講師　高山 俊吉（弁護士・国鉄闘争
全国運動よびかけ人）
　改憲の先取りとしての裁判員制度反対の
先頭に立って闘っている。
■場所
　ＤＣ会館（ＪＲ総武本線「東千葉」駅前）
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東風烈風
不払い残業は犯罪です

　労働者が５分遅刻・早退すれば、経営者は
厳しく賃金カット・懲戒処分にする。しかし、
逆に５分残業しても残業代を支払おうとはし
ない。とにかく残業代を支払おうとはしない。
　毎年、厚生労働省発表の不払い残業の実態
を見ると、企業経営者の犯罪は、常習的でさ
えある。2012 年 10 月 16 日厚生労働省発表
の 2011 年度の監督指導により支払われた割
増賃金の額は、約 146 億円に上る。1,312 企
業を対象とし、労働者数では約 12 万人だ。
　この金額は氷山の一角だ。けだし、１、一
企業で 100 万円以上の割増賃金が支払われた
事例で、それ以下はこの統計に計上されてい
ない。２、監督指導によって支払われた額で
ある。それは、労働基準監督官が、割増賃金
違反を指摘し、企業が是正したという意味だ。
監督しなければ、企業は不払いのまま、労働
者をこき使っている。３、監督官の数は全国
の企業数に比べて圧倒的に少ない。監督から
漏れた圧倒的多数の企業の中に、割増賃金を
支払っていない企業は多数存在するだろう。
　企業の不払いの実態は、よくもまあ、悪知
恵を働かせると思われるものばかりだ。①労
働基準法 41 条二号管理監督者（労働条件の
決定その他労務管理について経営者と一体的
な立場にある者：1947 年９月 13 日発基 17
号）の意味をねじ曲げ、『管理者』として残
業代を支払わない（名ばかり管理職）、②自

己申告制として、あたかも残業実態が申告さ
れているかのように偽装。実態は過小申告。
実態を申告する雰囲気でない（残業時間の多
い者は、能力不足と見る、出世できないと暗
にほのめかす等）、「残業代も出ず、未払い分
を請求したら『お前はクビだ』と告げられた」

（2012 年９月 28 日付朝日新聞記事）、③タイ
ムカードを押さした上で、残業を強制。監督
指導時はタイムカードを見せ、「残業ありま
せん」と。④端数処理と言って、日々 30 分、
1 時間未満をゼロ計算。官庁においても、定
時終了後、直ぐに仕事をしていても、終了後
１時間経過後から残業代を計算。勿論、違法
だ。（なお、県庁・市役所本庁などは、監督
署の監督権限が及ばない【地方公務員法 58
条 5 項】）。この端数処理については、「１ヶ
月における時間外労働、休日労働及び深夜業
の各々の時間数の合計に１時間未満の端数
がある場合に、30 分未満の端数を切り捨て、
それ以上を１時間に切り上げること」は「常
に労働者の不利となるものではなく、事務簡
便を目的としたものと認められるから、労働
基準法 24 条及び 37 条違反としては取扱わな
い」との通達がある【1988 年 3 月 14 日基発
150 号】、⑤割増賃金の単価計算をごまかす。
含まなければならない手当を基礎賃金に含め
ない等、⑥全く時間管理をしない、会社書類
に残業の形跡を残さない等々である。
　われわれは、労働者の賃金・時間・健康を
強奪する企業犯罪を許すべきではない。

元労働基準監督署長・大野義文の

東風烈風

一回きりの人生　輝いて生きよう

第４回
1950年1月生まれ。1980.4～2010.3退職まで、
広島、山口、徳島、高知の監督署・局で勤務
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NO.262（2012 年１月号）～ NO.273（2012 年 12 月号）
※タイトル、筆者の表記は訂正・変更を加えているものがあります。

● NO.6（NO.262）（2012 年１月号）
◇提言！〝全国労働組合交流センター〟入江史
郎代表運営委員　◇辻川慎一事務局長　◇清野
和彦さん（元福島県教職員組合委員長）前編　
◇２月徳島刑務所包囲闘争へ　星野暁子
● NO･7（NO.263）（2012 年２月号）
◇特集　３・11 福島大闘争へ　渡辺馨 福島県 
労働組合交流センター代表、橋本光一 国労郡
山工場支部書記長　◇労働運動を語る　清野和
彦さん後編　◇講師撤回の闘いが切り開いたも
の増田順計　日教組奈良市書記次長
● NO.8（NO.264）（2012 年３月号）
◇第 19 回定期全国総会を徳島で開催　◇３・18
全国集会への総結集を！　灰垣美佐子 八尾北
医療センター労働組合書記長　◇ジェコー資本
包囲弾劾闘争への参加を　◇吉野元久 副代表
● NO.9（NO.265）（2012 年４月号）
◇特集　「復帰」40 年 ５・12 ～ 14 沖縄闘争へ
柿本博人 沖縄労組交流センター代表、冨田晋
◇田中康宏 動労千葉委員長　◇東西春闘青年
集会の報告と教訓・決意　青年部
● NO.10（NO.266）（2012 年５月号）
◇第 24 回臨時拡大全国運営委員会の意義と獲得
目標について　入江史郎代表　◇辻川慎一 代
表運営委員　◇特集　国鉄闘争全国運動６・10 全
国集会へ　橋本光一 国労郡山工場支部書記長
● NO.11（NO.267）（2012 年６月号）
◇第 24 回臨時拡大全国運営委員会　◇神奈川
労組交流センター　◇精研労組春闘スト　◇電
通労働者部会　◇「呉市交通局民営化絶対反対」
植野定雄　◇ＪＰ新大阪支店で組合結成　◇新
連載 地平線、Pick Up
● NO.12（NO.268）（2012 年７月号）
◇特集 反原発、反戦・反核闘争の大高揚を！
７・16 反原発 10 万人集会の成功を　織田陽介 

ＮＡＺＥＮ事務局長、７・22 反戦反核東京集会
へ　三角忠、８・６ヒロシマ－８・９ナガサキ
反戦反核闘争の大成功を！　◇岩本正治副代表
● NO.13（NO.269）（2012 年８月号）
◇鉄建公団訴訟６･29 判決と外注化阻止決戦の地
平をつかみ、反転攻勢―組織拡大へ　長田敏之 
動労千葉書記長　◇９月橋下打倒大集会　◇青
森の反核燃闘争について　間山正茂 南部バス
労組委員長
● NO.14（NO.270）（2012 年９月号）
◇ 11 月労働者集会第１回実行委員会　◇９・15
～ 16 第 25 回拡大全国運営委員会の成功を　飯
田英貴事務局長　◇９・16 橋下打倒闘争へ　大阪
労組交流センター　◇国労組合員資格確認訴訟
の意義について（上）（11 月号まで全３回）　
星野文男 国労新潟
● NO.15（NO.271）（2012 年 10 月号）
◇特集　11・４全国労働者総決起集会に集まろ
う！　動労千葉・鉄建機構訴訟６・29 東京地裁
判決の持つ意味と〈解雇撤回・ＪＲ復帰〉の新
たな運動の展望について　葉山岳夫弁護士、動
労水戸７～９月闘争の報告　
● NO.16（NO.272）（2012 年 11 月号）
◇ 11・４労働者集会第３回実行委員会　◇動労
千葉 10・１～５ストライキ闘争　◇ 11・３労働
者国際連帯集会に集まろう！　◇橋本光一 国労
郡山工場支部書記長　◇すべての青年労働者は
11・４労働者集会に集まろう！
● NO.17（NO.273）（2012 年 12 月号）
◇ 11・４労働者集会の地平をすべての職場に
拡大し、外注化阻止・非正規職撤廃で階級的労
働運動を甦らせよう　飯田英貴事務局長
◇全国各労組の取り組み　◇動労千葉国際連帯
委員会　◇郵政非正規ユニオン闘争から見える
こと　入江史郎代表
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今年もよろしくお願いしま
す。３代表座談会に襟を正
し、2013 年を交流センター
運動の勝負の年に（う）

●ストで闘う東交の再生へ

　　東交組合員　大木勇次

　都労連は、昨年11月７日、
29 分間時間内職場集会を
構え、都庁職を中心に貫徹
しました。それだけこの秋
闘は組合の存亡を賭けた闘
いでした。
　しかし東交本部は何を闘っ
たのでしょうか？　現場に
は闘いの空気すら伝わって
きません。はじめから乗務
も駅もスト対象から外れ、
みじんも本気で闘う意志が
あるとは思わせない。いつ
から現場を絶望させるのが
本部の仕事になったのか？
　東交組合員は「本部は絶
対にストをやらないだろう」
と思いながらも、「自分の
ため」そして「仲間のため」
と、裏切れない気持ちで決
起集会に結集してきたはず
です。しかし、「もう残って
いるのは身分だけ」という
ほどの惨敗の結果に、「組合
は何のためにあるのか？」
というのが組合員の本音で
はないでしょうか。住居手
当改悪に成績率拡大等等、
退職手当の「経過措置」な

ど、青年層には全く関係あ
りません。
　わずかばかり、数字的に
都側提案より「圧縮」させ
たのは、結集した組合員の
力にほかなりません。
　東交本部は「新３級職」
設置を「前進した」と言う
でしょう。しかしその中身
は、技能主任の中から、そ
れも55歳以上の中から一部
の職員を選ぶというもので
あり、「賃金制度の改善」か
らはかけ離れたものです。
それどころか成績率拡大と
あわせて現場に競争と分断
を持ち込むものでしかあり
ません。組合の側からこの
ような要求を出すこと自体
が間違っています。そもそ
も「新たな職」を「勝ち取
る」までに、一体どれだけ
の賃下げを妥結してきたの
か。闘って全職員の賃上げ
を要求することが組合の取
るべき道です。
　都労連が「29分」を打ち
抜き、闘う姿勢を示したこ
とは、次の闘いにつながる
大きな意味があります。あ
とは東交本部がストを決断
すれば、事態をひっくりか
えすことも可能なのです。

編集後記

読者のページ

　今の本部に何を期待して
も変わりません。現場から
闘う東交をよみがえらせよ
う！（2012 年 12 月２日付
職場ビラを元にしました。）


